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星の初期質量関数（IMF）の起源は星形成を理解する上で非常に重要な課題の一つである。先行研究により、
IMFと高密度コアの質量関数（CMF）の傾きの一致が報告されており、IMFはコア形成の初期段階で決定され
ることが示唆されている。しかし、これまで高密度コアは金属量が太陽近傍と同程度である近傍でしか観測・研
究されておらず、IMFとCMFの関係が低金属量環境下でも成り立つかどうかは非常に興味深い。ゆえに我々は
低金属量環境を持つことで知られている銀河系外縁部にある星生成領域（金属量は太陽近傍の約 20%）に対して
ALMAを用いたCOとダスト連続波の高解像度マッピング観測を行った。この結果、約 0.1 pcの幅を持つフィラ
メント構造と約 0.1pcの半径を持つ高密度コア構造が検出された。そしてCMFの傾きは普遍的な IMFの傾きと
似ていることも確認された。以上の結果は、低金属度環境における星形成過程が普遍的な法則に従っていること
を示唆している。本講演では、より詳細な分子雲の構造について紹介し、その性質について詳しく議論する。


